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消費者の保護と責任

金融取引の拡大

　日本を含めた世界中の国々で、金融取引が
拡大しています。金融取引という言葉を使う
と、企業間の大きな取引をイメージするかも
しれませんが、給与が銀行口座に振り込まれ
ることや、商品の購入代金をクレジットカー
ドなどで支払うのも金融取引に含まれます。
今や、私達の生活に金融取引は欠かせないも
のになっているのです。

国内クレジットカード発行枚数の推移
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20歳以上1人あたり
約2.6枚の計算！

※それぞれ3月末の数字。家族カード等を含むすべてのカードの合計枚数。
出典：一般社団法人日本クレジット協会「日本のクレジット統計」



44

　金融取引は生活の様々な場面で行われています
が、すべての人が金融のことを詳しく知っていると
は限りません。そこで、消費者が適正に金融取引を
行うことができるように、法律によって消費者を保
護する仕組みが定められています。代表的なもの
が、金融機関などが消費者に対して商品の情報提供
や説明を十分に行うよう定めたルールです。金融取
引を行うときは、情報提供や説明を受けて、よく理
解し、納得してから行うようにしましょう。

　消費者は法律で保護されていますが、一方で、
消費者が果たすべき責任もあります。
　それは、自分の買いたいものに関して、自分でも
情報を集めて、よりよい選択をすることです。皆さ
んも高価な買い物をする前には、ネットなどでそ
の商品のことを調べて判断すると思います。これ
は消費者として自立するとともに、1人ひとりが
よりよい商品を買うように努力することで、社会
全体をよくするための行為でもあるのです。金融
取引をするときにも、よく調べてからよいものを
選ぶようにしましょう。

消費者の保護

消費者が果たすべき責任

消費者が適正に契約を結べるように、法律でもフォロー

金融サービス
提供法

金融取引を行うときのチェックポイント

※正式名称は「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律」となります。
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契約の意味

契約とは、法的な拘束力のある約束。契約に反したら違約料を支払うことも

　契約とは、法的な拘束力のある約束のことです。私達は日常の様々な場面で契約を結んでいます。たとえ
ば買い物の場合は、消費者の「ほしい＝売ってください」という意思と、お店の「買ってください」という意
思が一致したときに、契約が成立します。契約が成立すると、当事者には約束したことを実行する義務が生
じます。この場合は代金の支払いと商品の引渡しがそれぞれの義務になります。
　一般的に、未成年者の契約には親権者などの保護者の同意が必要です。

契約とは？

私達は日々の生活の中で、意識はしていなくても様々な契約を結ん
でいます。日常的な買い物も、正確には売買契約の1つ。契約とは、「お
互いの意思が合致したとき」に成立する約束事ともいえます。

契約違反のペナルティ

成年年齢引下げ

　買い物をしたとき、「○日までに代金を振
込みで支払います」という約束＝契約を交わ
したとします。その場合、期日までに代金を振
り込むという義務を果たさないと、契約違反
として、違約料などを支払わなければならな
いことも。また、カードの利用代金が口座か
ら引き落とせなかった場合にも、延滞利息な
どが課せられるケースがあります。

　成年年齢が20歳から18歳に引き下げられ（2022年4月～）、高校生であっても18歳以
上であれば、親権者などの保護者の同意なく、１人で契約を結ぶことができます。ただし、
契約違反のペナルティも負うため注意が必要です。

予定外の
お金を支払う場合も
あるので注意！
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　 ネットでの買い物も、売買契 約にあたります。ネット
ショッピングの場合は、販売する会社のサイト上に決済方
法や送料などの条件、キャンセルの方法など、契約条件が
記載されています。契約条件をきちんと読んでから、購入
の手続きに入りましょう。

ネットショッピングも契約になるの？
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自立した消費者になるために

　「これ、ほしい！」と、思わず衝動買いした後、
「やっぱり買わなくてもよかったかも」と後悔した
経験はありませんか。
　ほしいと思ったときには、「自分にとって本当に
必要なものか」それとも「単にほしいものか」を考
える習慣を身に付けましょう。時間をおくと、買わ
なくてもすむケースも多くなるはずです。

必要なものか考える習慣を

　買いたいものが決まったら、どこで買うのが安
いのか、値段や機能などをきちんと調べましょう。
同じ機能の商品なら少しでも安いお店で買えるよ
うに、価格や条件を比較することが大切。ネットの
比較サイトなどを上手に活用するのもおススメで
す。

価格・条件をよく比べよう

1
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ワ47
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　自分の手元にあるお金ではほしいものが手に入
らない場合、分割払いで買うことがあるかもしれ
ません。
　分割にすると手数料がかかるため、購入した金
額よりも多く支払うことになります。同じもので
も支払い方法によって支払う金額は変わるので、
手数料がかかる支払い方法はできるだけ避けま
しょう。

　実際に契約を結ぶときには、価格だけでなく、支
払い方法の選択肢や商品の配送方法、キャンセルし
たときの条件など、契約しようとする内容につい
て、細かくチェックしましょう。キャンセルした場
合には、違約金などが発生するかどうかの確認も必
要です。

　カードで買い物をすると、手元のお金が減らず、口
座からの引き落としも後になるので、「お金が減っ
た」ことを実感しづらくなります。
　とはいえ、支払い日は必ずおとずれますので、きち
んとカード別に利用額を集計して、カードごとの支
払い日も確認しておきましょう。

手数料がかかる支払い方法は
できるだけ避ける

契約の内容をよくチェック！

買い物代金は
きちんと記録しよう
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　高額な買い物などで、月収を超える支出が発生する月もあるでしょう。
しかし、支出が月収を超えるような生活は長くは続けられません。収入に
見合った支出であるかを、常にチェックする習慣を身に付けましょう。

支出が収入を超える生活は続かない


